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① お子さんに英語を学ばせたいと思われたきっかけを教えてください。 

英語を学ぶことは、将来の選択肢を広げるだけでなく、さまざまな価値観を持つ人と出会

い、自分の世界を広げていくきっかけになると考えたからです。 

② スタートされてから現在までの様子や成果などをお聞かせください。 

英語はほとんど話せない状態からのスタートでした。当初、親の目からは「話せないのに

なぜ毎日あんなに楽しく通えるのだろう？」と不思議に思うほどでしたが（笑）、ATLAS

の先生方が常に息子に「選択」をさせてくださったことが大きかったようです。 

例えば、ウクレレの授業でどの曲を弾きたいか決めたり、プロジェクトワークで何を探求

したいかを自分で選んだりと、常に子供の気持ちを尊重してくださいました。自分のやり

たいことを伝えるために、ジェスチャーや知っている限りの単語を駆使し、必死に意思を

伝えようとする過程で、英語を「勉強」としてではなく、自分を表現するための「ツー

ル」として体得していったと感じています。 

また、ATLAS では皆の前で発表する機会が非常に多く用意されていたことも、大きな成

長に繋がりました。 自分の考えを発信する経験を積み重ねたことで、語学力はもちろ

ん、大勢の前でも物怖じせずに自分の意見を伝える度胸が身についたように思います。 今

では、時にはジョークを交えてコミュニケーションそのものを楽しめるようになっていま

す。 

③ ご家庭での英語に対する教育方針を教えてください。 

英語は単なる言語としてだけでなく、人と人とをつなぐ大切な手段のひとつだと考えてい

ます。 

現在は便利な翻訳ツールも多くありますが、何かを介さずに自分の力で直接受け取るから

こそ、その人の情熱や心の揺れまでを自分の心で感じ取れるのだと思っています。 

これからも様々な人たちの生の言葉を自分の感性で受け止め、心と心でつながる喜びを大

切に育んでいってほしいと願っています。 



 

④ 将来的に、お子さんにはどの程度の英語レベルに達してもらいたいとお考えでしょ

うか。 

ネイティブのような完璧さやスコアを目指すこと以上に、自分の興味関心や好きなこと

を、自分自身の情熱と共に相手に伝えられる力を身につけてほしいと考えています。 

自分の心が動いたことや大切にしていることを、自分の言葉でまっすぐに伝え、相手と気

持ちを通わせることができる経験は、本人にとって大きな財産になるのではないかと思い

ます。 

英語をひとつの手段として、自分の世界を広げながら、これからの人生を自分らしく楽し

んでいける力を育んでいってほしいと願っています。 


